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バスタチン投与22時間後に右室収縮期圧、PaO2/FiO2 ratio (P/F ratio)、浮腫の程度（the ratio of wet to












control 群、statin 群、statin+mev 群は normal 群に比べ有意に右室収縮期圧は高かった。ロスバスタチン、
メバロノラクトンによる酸素化能の変化を評価するために P/F ratio を計測したが、control 群、statin 群、
statin+mev 群間で有意差はなく、モノクロタリンによる肺高血圧に対してロスバスタチンやメバロノラクト
ンの単回投与による酸素化能の変化は認めなった。また、W/D ratio についても 3 群間で有意差はなく、ロス
バスタチンやメバロノラクトンによる肺浮腫の変化は認めなった。
虚血再灌流モデル
P/F ratio は control 群が sham 群に比べ有意に低下し、W/D ratio は有意に悪化したが、ロスバスタチン投与














すなわち活性化 eNOS が低下しているが、再灌流障害による活性化 eNOS 低下をスタチンが抑制することで虚血
再灌流障害に対して保護作用があることが証明された。
